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かつて神社 は、地域の人々に とって信仰の対象 として

ll々の生活に根づ いていた。神社の祭 りは地域の最大の

行事であ り、H頃 の神のご加 護に感謝 しつつ、人 々は神々

との、 またお互 いの絆 を確認 し合ったことで あろう。 し

か し、地域を取 り巻 く環境の変化 とともに、地域の担い

手であ った人々が ヒ地か ら離れていった り、互 いの連帯

感が薄 らいでい く中、神社 に対する信仰 もしだいに衰退

してい るように思われる、,

現在、釧路 市内には神社 と名のつ くところが20ヶ 所 を

こえる。今同は、各社 の概 要をまとめてみたものである。

調査対象 としたのは 「神社」の名称のある ところで、地

域住民 の信仰の対象 となってい るもの を選び、文献調査

とあわせて地域の方々から聞き取 り調査を行った。 なお

今回、 調査が及ばなかったところや対象に加 えるかどう

かの判 断がつ きかねた ところが若 一Fあったこ とをお断 り

する。 これらについては今後の課題 としたい。

明治 以前の神社については、い くつかの紀行文等の文

献に記録 されている。江戸後期、荒井保恵の 「東行漫筆」

(文化6年)に はクスリに 「社7{ヶ 所、弁天、イナリ、lll

神」 という記述があ り、広 く知 られ てい る。 また、楢 山

隆福の 「東蝦夷地与里国後へ 陸地道 中給圖」(文 化7年)

の中には、クスリ会所の建物の両脇 に弁天とイナ リの社

が描かれている。
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それでは、各社 について概観 してみる。表1の.一 覧に

は、名称 ・所在地 ・創祀年 ・例祭1.1・祭神 ・由来や変遷

の項 日を設けた。 この項Liご とに追ってみる。名称は通

称名で呼ばれているもの も含 まれる。所在地の名称、ま

たは所在地に関わ りのあ る名称 を用いているものが'卜分

ほどで、 ほかには祭神の名を人れてい るところが多い。

所在地は字名 として設定 されている名称を川 いた。地域

的な分布 を見る と、釧路川以東が15社 であ り、中で も早

くから開けた旧釧路 川以東が11社 となってい る。.ツ ∫、

釧路川以.西は7社 となってい る。

創祀年は明治期(そ れ以前 も含めて)が10社 、大正期
*釧路ll∫、ン:博物館(KushhuCityMuseum.Kushiro,Hokkaido)

は5社 、昭和期以後 は4社 。残 りは不明 となってい るが、

それ ぞれの集落の成 り立ちか らす ると、明治～大正期 、

少 な くとも昭和初期 には創祀 されていた と思 われる。例

祭 日は、その神社 において最 も規模の大 きい 重要 な例祭

の行 われる 「iとした、,これによると、7～10月 となって

いる。漁業 を生業 とする海岸線の集落の多い東部 ではほ

ぼ7月 としてお り、酪農地帯の西部では9月 という違 い

が見 られる。かつてはHに ちの決め られ ていた祭Hも 、

時代 の流れ とともに十 ・li曜L1に あわせて行 うところが

増 えてい る。 また、祭事 を司る宮=司が置かれている社 は

全体 の3分 の1に 当たる7社 で、小規模で宮司の置かれ

ていない他の社の例祭やその他の祭事 を兼務 している。

祭神は基本的には各社で使 われている名称 としたが、

で きるだけ統 一した。この中では稲荷が最 も多 く、大山

祇や妙 見 ・八幡 などが見 られる。複数の神 を祀る社は8

社あ り、厳 島神社では7神 、.三吉神社で は5神 となって

いる。山来 ・変遷 については後述す る。

神社 の形態 をみ ると、社殿 は拝殿の中 に本殿 を設ける
.形が多い

。 海岸線の集落では、わずか な広 さの拝殿や拝

殿 もな く本殿 のみ とい う小規模 な社が 見られ る。鳥居は

最 も簡素な神明鳥居が多 く、このほか い くつかの様式が

見 られるが、混 合または混同 されているものが認め られ

る。様式にこだわらなかったのか、または様式 に関する

知識が乏 しかったのかは判断で きない。

境内の造営物 のうち、燈籠 ・狛犬 ・水盤(手 水鉢)・

社号標の有無を見てみ ると、燈籠や水盤 がある社 は半数

ほどであるのに対 し、狛犬や社 写標のある社 は5～6社

にす ぎない。これらの中で最 もrlfいものと しては、厳島

神社 に 「文政 卜年」 の銘が刻 まれた水盤 がある。同社に

はほかに、「元治=年 」銘 の狛 犬や北 海道指定有形文化

財 の円空作仏像薬師f象などの奉納物がある。全般的 に各

社 とも奉納物は少ない。 また、一一三吉神社 の.1{垣は昭利11

(1936)年 昭和天 聖の行幸を記念 して奉納 された もので、

当時の市 長をは じめ多 くの寄進者の名が刻 まれている。

宝物殿で はないが、鳥取神社 には鳥取 百年館 という施設

が併設 されている。ここには鳥取県出身の移住者 に関わ

る生活資料のほか、鳥取藩 主池 田氏ゆか りの品々や鳥取

神社 の関係資料が収蔵され、一・般 に公開 されている。

1



ア了田 恭司

表1神 社一覧

整理番号 名 称 所在地 創祀年 例祭 口 祭 神

1 厳島神社 三津 浦 大正期末 7月 中旬 竜 ・神

2 稲荷神社 三津浦 7月 ヒ～中句 稲荷大神

3 桂恋神社 桂恋 7/J中 句 稲荷大神
圃、内 一 一

4 益浦神社 益浦 稲荷大神

」 一一

一

.一.

5 興津神社 興津
大正～

IJκ和初期
7月 第2日 曜 竜神

6 春採神社 桜 ケ岡 明治23年 7月 中句の1」曜ll 大li戚 大神

7 厳島神社 米1町 江戸後期 7月14～1711

市杵島姫命 ・阿寒大神 ・金比羅大

神 ・秋葉大神 ・海津 見大神 ・猿川

彦大神 ・稲荷 大神

8 釧路護国神社 米 田∫ ll梱140年 8月

9 武富稲荷 南大通 り」治24イト

一一

稲荷大神

10
=清 神社

浦見

.一.一

明治22年

一一一一..一 一一....

8月 第1日 曜
{古大神 ・大己貴命 ・少彦名命 ・

船魂大神 ・稲荷大神

11 富士見神社 富 卜見 lll{和7イト

一 一一

7月 ヒ句～ 中句

(卜ll曜)

稲 荷大神 ・.1惚受皇大神 ・熱田皇大

神

12 i1枝神社 旭町 昭和2年 8月15目 大lll咋 神

13 御得稲荷神社 寿町 明治12年 10,J8～100

一

稲荷 大神 ・妙見大神

14 八幡神社

一.一一.一

寿1町 大.IK8イ ト

..一一一.一.

8月 ド旬

.一 一..一...一.一.一

八幡 大神 ・妙見大神 ・大山祇大神

一一

共栄稲荷神社 若松町 大正8年 8月8～10日
宇迦之御魂大神 ・本祠 大神 ・妙見

大神
15

一.一

16 稲荷神社 鳥取南 大正9年 8月1日

一..一一

稲荷大神

一

17 烏取神社 鳥取大通 明治24年 91」14・15日 大国主神

18 大楽毛神社 大楽毛 明治3ユ年 9月 第2.卜1.1曜 妙見大神 ・八幡 大神 ・大iii祇大神

一一

19 山花神社 lll花 明治26年 9月4・511 天照人:神・稲荷大神 ・妙見大神

20 桜田神社 桜田 明治35年 9月14[1 大国主神

21 桜田秋葉神社 桜田 昭和8年 頃 秋葉山大権現

22 鶴匠神社 鶴.匠 明治末期頃 9月
八幡大神 ・天御中k大 神 ・大lil祇

大神 ・人国主神
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釧路の神社

由.来・変遷 など

サケ定置網の中にかかった石 を竜神 といって引 き揚げ、祠 をつ くって祀 った ことが始 ま り。

由来は不明。

山来は不明。現在社殿 のある所 にはかつて観音堂があ り、そこで寺子屋が開かれた という。(明 治5年)

由来は不明。

竜の姿を目撃 した人が、その場 にあった石を竜神 として私祭 したことに始 まると伝 え られる。の ちに地域の神社 と し

て社殿 を建立。社殿が失火で焼失 したため、現在地 に遷座新築 された。

春鳥炭llJの採掘開始 とともに、 山の神 として分霊勧 請された、,..一度遷座 した後、昭和56年 現在地 に遷座。昭和4年 境

内に稲荷社 を建 立。

「厳 島神社略記」 によると、場所請負人佐野孫右衛門が漁場 の安全 を願って勧請 したとされている。明治24年 に現在

地に鎮座、,大正12年 に県社 となる。

一 一 一

釧路殉 公社 として厳島神社境 内に建立。昭和45年 に現在 名に改称。 日露戦争以来の釧路支庁管内の戦没者 を祀る。

佐野家の事業 を継承 した武富善古が屋敷内 に勧 請。料亭 「八浪」を中心 とした奉賛会に よって管理 されている。

祭祀年は 「.二三吉神社由緒抄」による。 この中では、大島徳右衛門 という神職有資格者が私祭 していたのが始 まりとさ

れている。 昭和3年 に村社 となる。
「、　

舌辛村(現 鶴居村)下 雪裡にあったサ ケ捕獲場内で祀 られていた稲荷を、昭和7年 に現在地へ遷座 したのが始 まり。

新潟県北蒲原郡次 第浜(現 聖籠町)出 身者をIll心に、郷 甲のrl枝 神社か ら分霊勧請 した。

個人の漁場に私祭 したのが始 まり。明治18年 、地域の神社 として現在の名称 となる。のち、妙見大神 を合祀。

神道大教三山敬愛教会釧路八幡宣教所 と して創建。昭和28年 に八幡神社 と改称。

和歌 山県出身の鈴 木新次郎が伏見稲荷大社 よ り分霊勧 請、,昭和9年 に現在地に遷座、共栄稲荷神社 と称す る。

H本 製紙敷地内に鎮座。前身の富士製紙釧路工場の操業に伴 い、同社大坂工場 を経 て伏見稲荷大社よ り分霊勧請。昭

和7年 か ら、例祭と併せて工場での殉職者慰霊祭 を行っている。

明治10年 代に移住 した鳥取県出身者によって、郷里の代表的な神社であ る出雲大社 よ り分霊勧請。富士製紙(現11本

製紙)操 業に伴い、大正7年 現在地へ遷座。昭和4年 に村社 となる。

細沼彦治が人植時に郷里 の妙見神社のお札 を祀 ったのが始ま り。明治44年 、現在 地に社殿 を建立。

愛知 県出身者が中心となって、伊勢神宮 よ り分霊勧請。当初はオ ンネビラ(ir{地 区名)神 社 と称 した。昭和51年 に2

神 を合祀。

鳥取 県移住者二代 目原次郎が中心 となって、鳥取神社か ら分霊勧 請。:当初 はユ ッパナイ(旧 地区名)神 社 と称 した。
一時遷座 した。

移住 者の郷里の新潟県秋葉 山常安寺 より分霊勧請。昭和38年 現在地(桜 田神社境内)に 遷座。

金国各地か らの移住者がそれぞれ私祭 していた神 を、社殿を建立 して合祀 したのが始ま り。昭和50年 頃に現在地へ遷

座。この際 に鳥取神社の分社 とい う形 をとり、大 国主神 を合祀 した。
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ほかに、境 内に石碑類が建立 されている社が9社 あっ

た,,神 社 と関わ りのあ るで きごとや地域 の開拓に関する

内容が多い,,た とえば、烏収神社 には 「鳥取開拓八.1一年

記念碑」 「北海道rl年 記念鳥収村移住地遺跡」 「くし塚」

「筆塚 」の4基 があ り、後者の2基 は'14社で くしと筆の

供養が行 われた ことを記念 して建 立 されている、、また、

山花神社には釧路ll∫周辺の町にまたが る四国八 卜八か所

霊場の 一部も置かれている、、
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榊社 の山来 ・変遷については、 一覧表のなかでも簡IF

にふれてい るが、 ここで もう少 し詳 しく見てい きたい。

神社 が建 、Zされていった経緯 について は、い くつかのケ

ースが 見られ る。 ・つには、移住者が私祭 していた神が

地域 の発展 とともにその守護神 として受け入れ られた場

合がある、,また、移住者がそれぞれ私祭 していた神 を、

社殿 を建 、ン1して合祀 したのは鶴r三神社である,,合 祀 した

という点では、大楽毛神社 には八幡 と大山祇を後か ら合

祀 して いるが、この2神 ももともと私祭 されていたとい

う。

一方、地域の全体 または多数が同郷の川身者で占め ら

れてい る場合は、当初か ら地域の神社 として迎 えられて

いる。鳥取神社 はその代 表例であ り、さ らにここか らll∫

移filした人々によって鳥取神社か ら分霊勧請 されたのが

桜川神社 となっている。 また、 日枝神社 も地」或に新潟県

出身者が多かったことか ら郷lltにあるli枝 神社か ら分霊

して きている、、海岸線の集落では、漁 業にまつわる話 が

山来 と結びつ いていることが多い、,漁で網にかかった石

を竜神 として祀 ったり、岩場で竜の姿 をll撃 した人がそ

の岩場にあった石 を竜神 として祀 ったとい う言い伝 えが

残 され、後 に地域の神社 として祀 られ るようになってい

る。また、ri宅近 くの沢地に竜神 の石がある と信仰心 のあ

る人に言われて、石 を持 ち帰 り私祭 している例 もあった,,

新たな産業の操業に伴い、建立 された神社 もある,、現

在、 日本製紙の敷地内にある稲荷神社は、大正9(1920)

年i唄也に富.1製 紙釧路L場 が操 業す るにあた り建 、kされ

ている(釧 路lif製紙[1業 史研究会1987)。 かつては地

域をあげて例祭が行われていた。春採神社は>li時の春鳥

炭山の本格的な採掘開始 とともに、坑口に近 い場所 に大

lh祇大神 を祀っている。 その後、事業の拡大 に伴い、中

心 が移動 したため社殿 も遷座。 さらに坑lI付 近 にも神社

を建 ててほ しい という坑 内作業員の願いから、新たに小

規模 な社が建 、kされている(太 平洋炭鑛㈱1970)。 こ

のことは、先に建立 され た神社が地域 の人々が参拝 しや

す い場所に移動 したため、新たに 日々の作業の安全を祈

る神社 を必要と したもの と思われる。

今 まで見てきた神社は地域の人々が生業 と深い関わ り

があったが、その点富士見神社は異 なる。同社の由来は

前氏子総代のメモ による と、舌辛村(現 鶴居村).ド 雪裡

にあったサケ捕獲場が移転する際に、 同場内で祀 られて

いた稲荷 を昭和7(1～)32)年 遷座 した ものだという。 当

時、富.L見 地区には隣交会 とい うのちの町内会にあたる

住民の糾織があ り、この 会員の ・部が捕獲場 の管理運'1;雫

を行 っていた機関と関わ りがあったこ とか ら、地域の発

展 を願って譲 り受 けたとされている、、現在、 同地1×:はバ

ス通 りに小売店が 並ぶ住宅街 となっている。
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これ までに姿を消 した神社 もい くつかあ る。た とえば、

昭和7年 発行 の 「釧1路ll∫大ll本 職裳別ゆ1糸川図」には 「伏

見稲荷社」「笹浪不1㍍荷社」の名が見 えている。 また、昭

和23(1948)年 頃まで若竹町には相馬妙 見神社があった

(曽根1984)。 これ らの中には後継 者が いなかったため

に廃社 とな り、御神体をほかの社へ合祀 した り、個人が

私祭 した りとい う経過をたどってい る,、

今回は 市内の神社の概 要のみ を記す に とどまったが、

神社 についての記録が思いのほか少 ない ことをあ らため

て感 じた。 また、聞き取 り調査においても、神社の創祀 に

関わる部分では1時代がllrいためか、はっ きりしたことが

わか らない ことも多 く、田二代交代が進むにつれてよ りこ

の傾向が強 まる と思われ、情報収 集が急がれ る。今後、釧

路 市周辺の神社を も視点に入れて地域の人々 と神社 との

関わ りをより詳 しく調べ ていきたい と考えている。聞 き

11文り調査には多 くの方々にご協力 をいただいた、,感謝 申

し ヒげ ます。
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図2釧 路川以西の神社
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釧路の神村

厳島神社(三 津浦)

春採神社

三吉神社

日枝神社

7一 一

桂恋神社

厳島神社

富士見神社

八幡神社



御得稲荷神社

稲荷神社

大楽毛神社

桜田神社

戸出 恭司
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共栄稲荷神社

鳥取神社

山花神社

鶴丘神社


